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裏 話:わが国に申請入される米材s ゾ速材ならびに南洋材の企部iとっし、て， くぎのiJIt友き奴抗を羽

べたのでその結果を報告する。くぎの打ち込みf!D 1立板白百まさ口 IJ日，木口百iの 3 遇りとし，試験方

i創立 JIS Z 2121 Iζ ì\t;拠した。米材，ソi主材はいずれも針葉樹であり，米材のゴiißソ連材 lζ比し多少

容をi霊 l立大であった。しかし両者のり|政き抗抗の21-は B 容積重の差のおl合以上iと大きかった。南i'{材

211討窓の引抜き抵抗は， その存積lD' についてほほ 2 次曲線的!とj里大するが， その {I創立木邦llio) "7 カ

ンパz アカガシに比して{尽く容積重の割合lこ引妙、き抵抗は概して小さく現われた。打ち込み百iを分け

た場合，米材，ソ連材では板自国の{U'Iがまさ目前!と比べて若干高く， j有f宇材についてはほとんど差異

が認められなかった。なおい]一樹程内で引抜き抵抗と容積霊，年輪加との相関関係を検;，i したがsζ

れちの相佼]度は試験j干の容積重の変動の大きさに左右きれる ζ とが切らかであった。

1.試験方

1) 供試材

米材 6 樹碕，ソ連材 5 j品i碕3 南洋材 21 樹極 (22 個体)の天然乾燥した板から 50mm Uこで)X50mm

(主と )X120mm (長さ〕の供試材を木取り， i温度 20"C，関係湿度 75%， 平衡含水率 14% の 'tIliß't日湿窓

IC約 3 か乃開放置した。試験時の供試材の条件は Table 1 のとおりである。

2) <ぎの引抜き抵抗試験要領

試験要íltiは木材のくぎの引佼き抵抗試験方法 J1S Z 2121 (1959) に準拠した1)。 く念、を打ち込む前lど

くぎの打ち込み長さが 30 mm のときは 25mm， 20mm のときは 15mm の深さに 1. 8mm 1その大きき

の予備孔をあけたのまたくぎの単位長あたりの引抜き抵抗が， くぎの打ち込み長さに影響されるかどうか

を見るため3 打ち込み長さを 30mm， 20mm の 2 通りとしたのさらに板目面にくぎ打ちする場合，打ち

込む側の木表，オ=哀による差異も検討するととにした。

3) 引張り試験機

くぎを引伎くにあたうては，オJレゼ、ンの 500kg の強度試験機を用いた。

1977年 7 月 9 日受理

(1) 木村部

木材-24 Wood Technol.-24 
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Table 1. 供試材の気乾容I貴重および合水率

Speci五c gravity in air凹dry and moisture content of wood specimens 

材 North American woods 

一「ー烹官蓉石室守?す言寄宮高1[1子一
[ Sp巴cific gravity ! Moisture content [Annual ring breadth 

樹 種 目立竺Ì!:dJ:"_Y i_g~~)_I.. 一一一一一一一一旬並
Species 範囲|平均川5 開平副範囲[平均

Range I Aver叩 I Rang巴 Average I Range I Av明野

ベイ ヒー・一川. 48~0. 53 i 0.50 110. 7~16 ， 2 12 , 2 1 O. 7~1.什 1.0Chamaecy抑ris law官oniana I v. -V .  vv  山 J.V.'  - J. V ， ιー …，~- I し・ h 臼!

ベイツガr I f'¥ A L _ I� r:: 1 I n Cf"'唱 1 A r::' rI n_ '1 n 
~~， .H.. I O. 46~0. 51 I 0.50 I 12. Or~18. 8 i 14 , 5 I O. 9~2. 0 I 1. 5 T'suga hetero.ρhylU 山山 -v.~ ム 1 v , Jo""'.V- -.L U , V J.--:J:.V  v../- -Ll4 V 

ベイヒパ ーマI ~ ~ , , 1 i O. 53~0. 58 I 0圃 55 I 1 O. 2~ 12. 5 i 11. 1 ! O. 3~ 1. 4 ! O. 7 C加maeり仰附 M附加剛山 v. VV  • v. v v  I v. vv  0 v. ~ -O~. V ", , V .  V - o. '0 

一一一一「一--!-_._------ ーアー一

以 Jtムム 川 43~C 判 0.45 ! 11 ト川 15 ， 5 0.8~2 ， 2 1.3 

一一一よーーよ一一一一ーム一一一一ー
ベイ 7 ツ I r""I 1:::1 _ r¥ 1:'0 I� 1:""1 1 r¥ .-, _ 1 .., f"I 1 1 ., 1 )i _ ') '7 I 0, 51~O， 53 I 0.52 I 10. 2~12. 0 I 11. 2 I 1. 4~2. 7 1, 9 Pseud仙uga menZl的i i v. V'  - V , vv  1 v. V~ 0 V.  ~ -，~. v ".  ~ 

ベ イ ス ギ [O3幻ト山7ド川~叶O ペ 0.3犯呂 l 9川Oト…~Thuja J戸うfμicatωa 1 v. v. -V .  .'  I 

(ロ〕ソ連材 Soviet Russian woods 

i 気乾容積重 | 含 水 率 | 平均年輪幅
Specific gravity i Moisture content rAnnual ring breadth 

樹 穏 in一号~I'~d.!_y ig~ω 一一-(2'9)-一一 _1- 一一一句喧一一
Sp色白 litJ Z 均 lt 四|平均(宅 四 i 平均

乱ng巴 Average : Kange A verage I Kange 

247bZ43sマ:; 0 必~O， 53 0.44I!O.7~12.51116F可一
一玩ムぷ一一一 ll両日山 10.0二2.2 10ヲ1.2
つ子一二，_..， v.....~.... 一二4 1 1.寸 O. 6~ 1. 7 1. 2 

Picea jezo側sis I v. ~V -V, V~ V , .v 'V, v -'V,. ", V V.  V -'"  

I示;jj竺二戸二二[06l llo川二1 1. 4~2， 42.0  

ト ドマツ i ハ内ハハパ!ハ引 いハハ)門|咋， n ハ E 

Abies 附halinensís I v , V/…τi …ム l …… 1 '1:. U v. {'~.G. j. υ 

(ハ)南洋材 Tropical Asian woods 

一一二一一言苦言苦言守一定~ーす三一-1-.sy.胃す軒すー
Specific gravity I Moisture content IAnnual ring breadth 

樹 種 in air-dry (gfcrn3) [(%)  (mm) 
Species 範囲(平均|範凶 3ド均範週平均

Range IAv悶gel Range 卜Average I Range A verage 

ニューギニアパスウッド !ハ勺勺J 勺勺ヘ 1 ，ハ C 可 A ハ i τ 勺ハ l 
End岬ermu例例edullasum γι 下 v 1 v , vv  l' v , V -，~， V 'V・ V I 

-一一一一十一一一一一一一寸一一一一一一一寸一一一一十一一一一一寸一一一

Zc…f吋ア 0， 36~0 ペ 0.38 10 山 41 12.0 I 

ターミナリヤ (1) 口明J にヴ! ハ川 1 円。 門 o I 11ζ i 
Terminalia sp. V ， υ. -V.  V'  I v. 甘いV.V 山 U リ， V I 



樹種
Species 

ターミナリヤ (2)
Ter拙切α:lia 切.

J) ツ L 了

Litsea 明‘

ホワイトジ J) ス
Ailanthus 8rト

ラブ、ラ

A抗!thoce争'halus cada:叩iba

ジョンコン
Dactylocladus ste月ostachys

イヱ口ーメランチ
Shorea sp. 

li ナ
sp. 

カロフィノレム
CalOIロhyllum sp. 

セプターノぞヤ
Pseudosindora ρ。lustris

カメレレ
EucalYl合的s deglupta 

タウン
Pometia SD. 

セノレティス
Celtis sp 

ラミン
G師zyslylus b由lCα孔us

インツィア
Intsia sp. 

アプf チス
Agathis sp 

釘の引抜きほ抗(研究資料) (小酋) -171-

9.2~13.0 

8.8~11.8 I 9.3 
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2. 実験結果および考察

1) 引抜き抵抗

樹種目IJの打ち込み深さの単位畏あたりのくぎの引抜き抵抗 (P/l ， kg/cm) は Table 2 の湿りであった。

米材予ゾ連材ばいずれも針葉樹であるが，容積震は米材の方がソ連材に比べ若干高かったが，その引抜き

抵抗は容積室の発の割合以上l乙米材がソ連材にtl::;べ高い値を示した。たとえばソ連材のカラマツは米，

ソ連材あわせてその容積重ほ長大であったにもかかわらず，引抜き低抗はうj{:材のうちの中程度の値であっ

た。その反面ベイスギ、は米@ソ連材あわせてその待積重は最低であったにもかかわらず，その引抜き抵抗

ばソ連材のオウジュウアカマツヲベユマツ程度の比較的大きい値となった。南洋材の引抜き抵抗を樹種別

でみた場合，一部の例チトはあったが容積震に対し 2 次曲線的に増加する傾向!とあるといえる。すなわち容

積市t;b1 O. 30~O. 40 (gfcm3) の樹種は板払 まさ日 l乙対ずる単位長あたり抵抗億は 7~12 (kgfcm) と栂

めて{尽く p 容積宝 O. 43~O. 55 (g!cm3) のもので抵抗佑 18~25 (kg/cm) , 平手1責設 O. 60~O. 75 (gJcm3) 

のもので抵抗也 35~~50 (kgfcm) と次第に大きな怖を示した。しかし南洋材は容積霊がi高い(例えばナト

-インツィアなど〉割合に，本)'11産の 7カンパp アカカ、シ iと比べむそのくぎの引抜き抵抗はなぜか低い

値を示した。

(1 ) 打ち込み百の差による引抜き抵抗の比絞

Table 2 IC 板呂田， まさ目 1I市 木口 [61別の単位長あたりの引J友き抵抗を示したが， 打ち込み深さ 30

mm , 20mm とも米材， ゾi'l_î t~ の針ー葉樹ではベイスドを除いて， 板目函の方がまさ日面1<:打ち込んだ場

合より引抜き抵抗はわずかながら大きいといえる。しかし南洋Hでは樹穏lとよりまちまちで，板目前とま

さ自国とではどちらが大きいか判然としない。

(2) 打ち込み長さ 30mm と 20mm の比較

打ち込み良さを 30mm と 20mm の 2 とおりにしたが，打ち込み長さによる影響を検討するためョ 打

ち込み長さのtþt位長あたり号 I j友き抵抗を Table 2 Iと示した υ それちの結果lとよればヲ 米，ソ連材ではベ

イツガ， ベイマツ， エゾマツにおいて打ち込み長き 20mm のブ了が 30mm より単位長あたり引抜き扱抗

が宕干大であったが大半の樹種ば余り売がなかった。南洋材では一部の例外はあったが，大半の樹種lま米

@ゾ速材同様，打ち込み長さ 20mm ， 30mm とも単位長あたり引抜き抵抗はほぼ同りといえる。

(3) 板目表と板回裏との関係

板日商にくぎを打ち込むにあたって木表， 木哀ーの 2 荷から打ち込んだ場合の引抜き庇fjtの差を検討し

?と。乙の場合の打ち込み長さは 20mm とした。 Table 3 iとその結果会示す。う!と材では新干の例外はある

が，板図表より打ち込んだ場合のほうが板向裏よりの憶に比べ大きかった。しかしソ達科でほ必ずしもそ

うとはならずまち立ちであった。有洋材でほ大半の樹種において， i仮日表より打ち込んだ場合のほうが板

目裏より打ち込んだ場合よりもヲそのくぎの引抜き抵抗ば多少大であった。

2) 引抜き抵抗慢と供試材の気乾容積重，平均年戦幅との関係

枯}種が日じでも引抜き抵抗慌のばらつきが大きいのは3 比重あるいは午ム輪密度が影響すると考えられ

る。ラ!ミ@ソ連判について容積百S~，平均年輪招と引抜き抵抗の 3 者の相関を検討するため一応次式の Yニd

十 bX1 + cX2 の主凹帰式そたてたcζの場企の Y: くぎの引抜き j1"\;1/[ (kg/cm) , X1 :気乾界F貴重 (εIcm3) ，

X2 :平均年輪幅 (mm) である。名樹種について打ち込みillf別に単相関係数，童相関係数，偏回帰係数，
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Table 2. 社J 極月Ij引 j友会抵抗(l.j:i{立公あたり)

(イ)氷:

Nail wiυtは山土h土hd了乱Wζ叫1礼1 re凶sista乱

村 No訂rth Am立1己ぽrìc仁乱n 情v.rü心d日

1M 

Sp巴じiむS

ベイヒ
Charnaecy�aris lawso目Zαna

ベイヒパ
Ch即日aecyparzs 目。otllαtensis

C
虫

干
十
か1

25.7 13.5 
1 ヲ~.J30 lO~17 

1 自.自

(ロ)ソ j虫材 Soviet Russian woods 

rM 
l
ぉ
中
ト

Sp巴Cles

オウシ占ウアカマツ
Pinus sylvestris 

ベニマツ

P口n日 110γ倒的lSIS

エゾマツ
Picω Jez即日SlS

カラマツ
Larix grneli月zl

トト、マツ

Abies sachalin e;抗SIS

18.5 17.1 
13へJ23 1;;~23 

16. B 16. 自
13~21 1l ~J26 

18.4 18. !l 8.9 
12~26 14へ.23 7へ， 11

お

m
B
l

r片
山
山
一
a

い

木
，k

日
一

盟.4
6へ， 11

(ハ)南洋村 Tropìcal Asi旦11 woods 

E
L
 

ゴ
A
パ
]!

 

此
但

Species 

エリマ
Octomeles sp. 

20 訂1ロ1
:三()m抗1

1 ;十ご は [日j
Cross 
s巴ction

5.4 
2へ.10

4
0
J
 

a~ 
4
み

5.2 
2~6 

自布告
4~~10 
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Table 2. (つづき) (Continu巴d)

引抜き抵抗
←ー N豆1 w主国旦型L 工巳sistan早国/cm)

樹 種 | 打込み深さ 30mm 打込み深さ 20mm
1 Depth of driving : 30 mm  Depth < f drivinε: 20mm 

Species 一出山市22i 九日 lど;出店官ZF7むss
! section 1 section 呂田山口 I section ! section : sectioロ

タペナ 1) -t' (1)一一一一 |瓦 5 寸 21. 1 T 九百
竺…ヤ竺 I 1円 I 15'~48 ! 1O~26 ! 1… 8~40 I 日

夕ーミナリヤ (2) 27工「五.1 15.7 24.4 20.1 j日
一竺竺抑戸za竺 一一一斗 16~39 I 15~39 9~28 12~35! 11~34 I 6~23 

J必至ア lJjjJι?とJMlrolA l β 
ホワイトシリス ! 9. 7 ! 8. 8 I 11.1 I 111. IJ I 18.11 I 12. t 
Ailanthus sp. 13~23 13~23 1 8~16 I 14~23 I~25 I 

カナリウム 112.9 I 12.4 I 6.5 I 16.5 15.1 
Canarium sp.8~21 I 7~16 I 3~9 I 1O~25 I 9~20 I 

zfj広三ァー-11!竺5 1山口紅… 1厄 l:と!J
L Pbij iF工工 7 心一一「心寸ム 11 21.6 2函- i--
CG附ρnosρerma sp. I 1O~35 I 1l ~42 I 8~23 14~31 13~29 1O~21 

;ザ円台?? iF817 占山jiA
ジョンコン 211. 11 I 111. 1 I 12. 1 I 19. 2 I 
Dactylocladus st仰仰向'S 1 1?~26 1l ~28 I 8~18 i 13~25 13~30 i 9~26 

\エιλ万一一一一一-l--1--| iiJi! IE5 ト 14.3 自 .55 

S伽h伽M問ω…s叩p. 己1O~43 己ヒι二三U二竺33 10一~寸~38犯i呂!以
グメリナ 2鵠8仏. 7 19. 5 11. 2 16. !I 14. :1 
Gmeli叩略 9~29 I 8~26 I 4~22 1O~21 I 6~20 4~16 

カロフィり | 制 7 1 4日 j 鴻 2 1 43S 1 441r l 3B7 
Caloβhyllu附 sp. I 32~53 : 33~59 I 20~41 : 36~56 i 34~55 I 

孟イ75ム川二空[瓦LEh:l-ムヤ6
カメレレ 25. 8 28. !I 1 自 .5 24 圃 4 22. 11 事 .7
Eucalyptus deglupta ! 16~38 I 14~56 ; 6~16 15~33 1 12~38 i _I__ _j_ U - VU  _j_ -"'- - vu  V' -.1. V j_ '-.F - VV  j_ L.. - VV 一

一 了一「一一一一丁ζ 一〔一J 一一一~ :2 
タウン 43.2 46.4 27.1 42.0 
Pometia 日p. r 30~印 I 35~63 I 13~39 I 26~56 I 22~6? i 12~37 

二孟;17 二 1記4 ム下与E
γ32.8 37.6 22.1 42.7 

Gonys以竺anc…______1 竺ア~I巴三三1 一一一一Jム一一1ム一1三一1
ナ卜一 I 4特5.8 52乱.霊 35.2 45.2 52.3 
Palaqui即時 sp. I 32~57 I 36~62 I 30~45 I 35~57 38~55 r 29~45 

i 一一一一一一一一一一一一一一一一二一一一一一~_______i
インツィア ( 特.由 51.5 27.8 54.6 60. t 32.6 

-土tsia 竺一一 三!三4 上 3と竺 I 1 とプ， 36~72 I 36二七 I 2い0

アガチス 20.2 問。 7 ! 12. t 23. 曲 22. 5 11. 7 

Agathis 部 一一一よ竺三1 14三o 1竺竺 1と竺じ竺7



tl の引抜き抵抗(研究資料) (小西)

1‘ able 3. くぎの引抜き抵抗(板 11;長と板目長との上七校)

N旦il withdr呂wal resistance (Comparison betwe巴n bark 
side and pith side of tangential section) 

North American woods t~ 米(イ〉

Pith 
tangential 里担恒 一!一一生旦是主ial sectioD 

範 1m I 平均値|組 問|平均値
Range (kg) I Mean (kg) I Rang巴 (kg) 1M朗日 (kg)

48.2 40.5へ 6 1. 8 

羽i
Sp忠仁leS

おJ

ベベ、:; t/ 
Tsuga heteγoPhylla 

ベイヒパ
Chamαecypaγ15 抗ootka!e抗5lS

ベイトウヒ
Picea sitchensis 

ベイマツ
Pseudots:叫ga 悼tenzieisii

ベイスギ
Thujα 争'licata

(ロ〉ソ連材 Soviet Russian woods 

1 板日去 i反目 i表
Bark side of Pith side of 

t里盟主I出al secti空n 1____ tangential 竺竺並立ー

絶 問!平均値 l 範 回 l 平均値
Ra時巴 (kg) I Mean (kg) I Range (kg) : Mean (kg) 

50 , 4 

60.5 

40 , O ，-~57. A 
ベイヒ
Cha:甘zaec汐aris 1臨むS前uana

57. 1 ~， 6. 8ハ-J7 3. 5 

51.8-~78 ， 8 

28.8~~48崎 2

41. 3~67. 5 

己
れ
じ

Z
4
 

オウ、ンュアカマツ
Pinus sylvestris 

ベニマツ

Pinus koraiensis 

Sp巴cies

川
刈

ふ
f

28.3~40.2 

41.8~58. 7 

22.6~40. 7 

37.5へ~95. 7 

30. 7 

エソマ、フ

Picea jezoensis 

カラマツ
Larix gmelini� 

トドマツ
Abies sachal inensis 

(ハ〕南洋材 Tropical Asian woods 

45. 7 

己7.7

17. 3.~49. 8 

34 ， 8~60. 8 

41. 9~90. 2 

|板目裏
Pith side of 

tangential section 

II月 !平均値
(kg) : M己an (kg) 

:f'f 
Species 

tM 

15.6 

12.3 

5, 2~ノ31 ， 3

9.3~29.0 

17.5 

14.1 

7. 3'~28. 8 

呂 .0~23事 6

ニ 1 ーギニアノぐスウッド
Endosρermum medullasul河

エリマ
Octomelωsp. 

注) くぎの打込み長さ: 20mm 

Note) Depth of driving : 20 mm 
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Table 3. (つづき) (Contiuned) 

|板目表|板目菱
Bark sid巴 o[ Pith side of 

樹 J電 tangential section tang巴ntial section 
Species ;範 囲|平均値!範 囲|平均値

i 竺nge (k竺型一竺竺 Range (竺) I竺竺 (k望

夕ーミナリヤ (1) 29.0~78.0 49.2 20.6~76.8 44.0 Terminalia Sp. 6/.  V -, V.  V ム ι. V'- ，ャ o v -,;-r. 'v 

ターミナワヤ (2) つつマト目。 AO () 勺 ワワつ '0 勺
Terminalia Sp. 6υ・， -V"" ・ V W・ ÄU. 7' ~L l.  Vυ4 

IJ ツェア ，ぺハつハ。 I 日 c n 司 n ， η ! っ
Litsea Sp. 山〉ムV. V i ょV.υo. lr-......-L.V. 0ο 

ホワイトシワス i 叩勺 u , っとハ ! 何内 A勺。 0' , 
Ailanthus Sp. ムU.V一九~ 0U.V  L. ù. L..-.._,. ":!:..::..O vムせ

カナリウム J つハ n Arl r: ")') () 唱の匂 河電 1 っハつ
Canarium Sp. μv・::;， r"_' '':t/'. J Vμ. ';1 10 ・ L~山圃 山 ο

一九ムLf j 瓦 i孟8. 8 40. 1 

キヤンアプ。/スバ一"7 勺白ハ Z門勺 c つ勺 ! η川バ勺 r目ピ o I 勺n つ
Cam帥p舟附ωρ抑抑暖官rm仰a s叩p. 山一. V 山 V 1 … i μ一τ 白 山 U ! υ.. V 

ラ ブブ、 ラ | η出ペ/〆噌 c I パハ ! η「ぺ「ハ吋 0.η 
An伽

7ムム=ムム;ムj戸μ二二teno一gムムムム'hys 二7ム一二三iム川 3而i一:-1ι三21.二二 9一9--1--~7~-­
一

つ二江一λ而示一 [二;;;;;;iJ1z-:J[ーム8
Shorea sp. 

1--7llll~UJ日一日Gmelina sp. 

カロフィルム I 71 日 12.0 90.3 67.5~ 1l 2.0 I 85 ヲ
c'alophyllu附 sp. ".V  -"~.V /V.V  u , .v -，， ~.V 

セフ。ターノf ヤ
Pseudosindora pal仙台 51 …9 86. 1 58.4~94.9 

日予 7 ム~66.3 28.8~65.8 
Eucalyptus degl回þta
一一~ "一一一一←ー「一一一一一一一一

タ ウ ン "' c 守 11 A 0 A 唱 '0  0 マ τ1 ハ| 勺勺ど
PO附etia Sp. V ,!... '_r '-'!".I..1. ~τ v.・ム l ".l O.O~ ムム 1 ， V '0 υ 

セ Jレティス i 日 0~1山 8日 ( 山~98.2 72.3 Celtis sp‘, '-'. '-' ~ '-' ~. v ...... ~ , 

ラミン l どn つ 1 ハt:::: 1 O t::.: A cn  A no 1 勺
Gonystylus banωnus Uλυ， ~J. V山 uv ， τiυλ 吐'~7U. J.ム

ナトー 74.0'-114.5 I 88.0 60.0~123.6' ヲ4.6Palaquium sp. . .. v "'.  V I V_.  V VV.  V ._V, V 

イリィア B6MB  ol-217JJ二一 113， 4Intsia sp. VV , V .VV, V I • .V._  

| 一 一一一 「一一--一 一一一寸一一一一一一一

アガチス 0~ つ刊。 H' 引勺日。 u つAgathis sp. uu. ¥.)' ~l V , V 目園ム ¥.)J.. i'~UU. u [ 叩白



TabJe 4. 容積重，年輪桓と引抜き抵抗との相関関係

Corr邑lation of apparent speci五c gravity，乱nnual ring breadth and naii withdrawal r巴sistance
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Signi五cant at O. 01 level 
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T tJ マツ

Pi:抗us sylvestris 

、7ベニマ

Pinus 
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エブマツ
Picea jezo僻lsis
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Sign凬icant at 0.05 lev巴l
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Table 4. (つつき) (Contiuned) 

(ハ)南洋材 T、ropical Asian woods 

)匂
リツェア|

Lftse; sp. まさじ1 j百
木仁i 間

板白 18í
ホワイトシリス l
Aila日thussp[ まさじl 面

!木口問

|板目
カナリウム I
Ca日arium sp. 

重工品
川11

 

社
初

Species 

回帰式の有;立性
Signi五C乱nce of multipl巴

regression equation 

5. ヲ

5.6 

2.5 

エリ 7
Octo附eles sp. 

危険率 1%で有意
Significant at 0.01 level 

30 4: 
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3.5 

危険率 1%で有意 14.3 
Signi自cant at 0.01 level 

" 15.4 

1) 13.0 

11. 1 

11 12.0 

ノノ 8 固 1

2圃己

3.0 
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6. ヲ

8.5 

アノレストニア
Alstonia sp. 

77.5 

-58.0 

-0困 35 130.9 -178.0 

-0.02 60.2 

-0.38 96.9 

0.34 - 0.8 

0.46 0.4 危険率 1%で合意
Signi五cant at 0.01 level 

6. 1 

3.3 0.74 

キャンプ/
スノマーマ

Campnosρerma 
sp. 

板目白 0.63 I -44.8 23ヲ.9料 11 6.0 

まさ目 L[ri I 0.62 1-112.5 ! 3ヲ 5 ， 0料" 10.2 

水口百î 0.52 -39.5 185.2林|

板日前 0.82 1-85.0 I 328.9材 11 11.0 

まさ日行[j 0.72 I -89.4 I 337.7判 I 

木口 L[t Î i c.84 1-54.7 I 212.4料 11

TI� 0.71 -113.1 I 426 例 11 11.4 
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8, 2 

15 , 0 
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託属事了落モ:有ヨミ一一一一一三工7-
Signi五cant at 0.01 level 山川

ヲ08.8*ネ 11 24.7 

木口 iliî i 0.56 -123 ヲ 294.6ネネ グ 13.5 

ラブラ
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イエローメラン
Shorea sp. 
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Table 4. (つづき) (Contiuned) 

l 相関係数

Correlatio 
樹 種 l くぎの打込み商~~~広 r>~ ....._ ....... 

~v~山、_.~山

SPECiesiorlV芭d sectio ni X1 と Y

グメリナ
Gmelina sp. 

板目白i
カロブィ Jレム

Calo同yfh側 sp. i まさ日商
I 木 iコ沼

セプターパャ 板 日 百
PseudoSI珂dora まさ目白、
palustris 

木口 llij

カメレレ[似同出
EucalYlうt時S まさ I~! 1m 
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0.81 

0.82 
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。凶 90

[�:l[ j号係数
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coefficien t 
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回帰式の有志位 i賠誌
Significance of multiple 干

巴rror or 
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value 

危険率 1%で有意 7.6 
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一一 21. 5 

危険率 1%で有意 9田 5
Signi五cant at 0.01 level 
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I1 5.3 

3) 木口面 Cross section 



釘の引抜き抵抗〔研究資料) (小阿) 。
。

回帰式の;討をi悦などを Table 4 (イ) (ロ) iと示した c 乙れらの結果によれば F 検定で危険率 1% で有

意でおり ， X1 と Yω相関係数が o. 7 以下となったのは， ベイヒノミラベニ7 ツ p エゾマツの板目 I阿，カラ

ずツの 3ltri ， トドマツの板円 [111 ，まさ図 Ifll であった。また X2 と Y の相関係数の絶対位が 0.7 以上を午、

したのはベイトウヒのまさ目白，ベニマツの I反目前3tZ3 日間，カラマツのtJi国 illL トト、マツの板目前，

まさ自国であった。上記羽原のうらで ， XJ, X2, Y の 3 変数の向山j皇術 Iトずみの草木目関係数が X1 と Y，

X2 と Y のいずれかの中本日関係数値より二てなる場合もあったが，反対にいずれかよりも小ざい舗のものも

あった。 ζ のように小さくなった場企は，変数のどちらかを省略し， lF回帰式で検討したほうが妥汚と言

えるハなお X1 ， X2 合せての t]Ji日関係数が 0.8 以上となったのは，ソ連材のコ二ゾマツの板 11百]，カラマツ

の 3 ífn , トドマツのまさ目前であった。一般に言って容積疋のばらつきが大きい樹起において，引抜抵抗

との相関!交が高かった。万 i有洋材、では容積7手:と引抜き:ftLJしとの 2 者の相関を検討した。それで次式の

Y=a十 bX1 の t~ 日帰式Jをたてた。倒置3 打ち込みTIíI ;;HIの相関係数，回帰式の有志'H'などを Table 4 (ハ〉

:ζ示したの

これらの紡采によれば F検定でくぎの打ち込み 3 百ともに，危険ネ 1% あ芯い \.~5% で有志であった

のは 13 討穏であった。また X1 と Y の相関係数が 0.7 J2U:を示したのはニェーギ、ニアパスウッド，ター

ミナリヤ (1) ， (2)ヲキャンプノスノfーマララブラ，イヱローメランチ2 グメリブ，カメレレ， タウンな

どであった。そとでこれらの樹砲の容積震のばらつきそ検討し?と結果，いずれもそのばらつき範聞が大き

かった。従って終結前と日 i抜き民抗との相関度が高いのも当然と訂える。反百一郊の例外もあるが多容積

乏のばらつきの小さいもせ緩，エリマ， リツェア.ホワイトシリス， ラミン，ナト ジョンコンなどは相

関度も小さいが2 引抜き tl~JJLのばらつきも少ないことがわかった。

摘要

*材 8 ソjJJ_î刈I (いず;ìL ち針葉樹)ならび lとi却下村(;l;'(j主制 20. 引業副 1) の一部についてくぎの引抜き

抵抗奇測定しfこ。

(1 ) 米はとソ連材とを比べた場合F 米材がソ連対よりほとんどの樹桓で容積i町立;f!， 1 高かった。しか

しくぎの引抜き抵抗の左は容積重の差の割合ø とに大となった。

(2) 南洋材 21 樹慌の引抜き抵抗Aを比較した場企， その 1~1 ，lillーの平均容もえまが大きくなるにつれその引

絞き抵抗もほぼ 2 次曲線的に増大するが，南洋材は容柏市の高い制令 iとくぎの引 1lZ き抵抗;はノト邦産のマカ

ンパヲアカガシに比べ低し、他であった。

(3 ) 打ち込み)ぱを分けたj具合，向洋材では1反日百，まさLi illîのたは余りやj然としなかったが， /む ソ

連材の針葉樹では叡じIlliHご打ち込んだ場合のブjが，まさ円閣に}J ち込んだ場合よりくぎの引抜き拡抗は若

子高いといえる。

(4) くぎの引抜き抵抗[土同.:tMT宅内でもかなりの範聞にばらついたので，容積主3 平均年輪招との相

関関係をつ考察しだが，いずれの樹程とも J:記 2 または 3 変数問で令官lい相関度を示したのは，界積霊のばら

つきの大きい樹科ーであったっ
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